
松本技術専門校企業実習実施要領 

 

（趣旨） 

第１ この要領は、技術専門校管理規則第 19 条の規定に基づき､松本技術専門校における

企業実習（以下「実習」という。）の実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２ 実習は、訓練生が企業において実務体験をすることにより、実践的技術を体得し、

技術者・技能者として必要な適応力を養うとともに、職業意識を高めることを目的とす

る。 

（実習対象者） 

第３ 実習は、普通課程の訓練生を対象とするものとする。 

（実習企業の選定） 

第４ 校長は、原則として管内の企業の中から、事業内容、従業員数等により実習を受入

れることのできる企業を調査し、訓練生の希望する企業又は担当指導員が訓練生の適性

等から実習に適すると判断する企業(以下「実習企業」という。) を選定するものとする。 

（事前協議） 

第５ 校長は、第４により実習企業を選定したときは、実習企業に受入れを依頼するもの

とする。 

２ 校長と実習企業は、実習の期間、実習の内容及び訓練生等について事前に協議するも

のとし、協議が合意に達したときは、企業実習実施計画書（様式第１号）及び企業実習

確認書（様式第２号）を作成するものとする。 

（実習の期間） 

第６ １回の実習期間は２週間以内とする。ただし、校長が必要と認める場合は、実習を

受入れる企業（以下「受入れ企業」という。）と協議の上、延長できるものとする。 

（実習の内容） 

第７ 実習の内容は、松本技術専門校の訓練内容との連続性、関連性並びに安全性を考慮

したものとする。 

２ 実習は、年間訓練計画に定める訓練教科及び訓練時間とみなすものとする。 

（事前指導） 

第８ 校長は、実習を実施するにあたり、受入れ企業に不利益が生じることのないよう、

事前に訓練生に対し、充分な指導、助言をしなければならないものとする。 

（報告等） 

第９ 訓練生は、実習終了後速やかに、企業実習報告書（様式第３号）を校長に提出する

ものとする。 

２ 受入れ企業は、実習終了後５日以内に、企業実習証明書（様式第４号）を校長に提出

するものとする。 

（安全衛生） 

第１０ 校長は、訓練生が実習を実施している期間、受入れ企業と密接に連携して、訓練

生の安全衛生の確保に努めなければならない。 

（その他） 

第１１ この要領に定めるもののほか、実習の実施に関し必要な事項は、その都度定める

ものとする。 

附則 

 この要領は平成 14 年５月８日から適用する。 

 この要領は令和５年６月１日から適用する。 

様式第１号（第５の２関係） 



  年  月  日 

企 業 実 習 実 施 計 画 書 

訓 練 科      

実習者氏名 

 

 

１名 

担当指導員  

実 習 企 業 

企業名 

所在地 

電話番号 

担当者   職        氏名 

実習期間 

及び時間 

年  月  日（  ）～  年  月  日（  ）    日間 

 

時   分～   時   分 

実習の内容  



様式第２号（第５の２関係） 

 

   年  月  日 

 

企 業 実 習 確 認 書 

 

甲 長野県松本技術専門校長 

 

 

乙  

 

 

 

松本技術専門校企業実習実施要領（以下「要領」という。）に基づく実習の実施に関して、

長野県松本技術専門校長（以下「甲」という。）と実習受入れ企業（以下「乙」という。）

間で、次のとおり確認する。 

 

記 

 

 

１ 甲は、要領第５に定める企業実習実施計画書に基づく実習を、乙に依頼する。          

２ 乙は、実習の実施に係る経費を、一切無料とする。 

３ 訓練生は、実習期間中、乙から報酬、手当等を受領しないものとする。            

４ 乙は、実習の実施に際し担当者を定め、実習の計画的実施と作業安全に十分配慮する 

  ものとする。 

５ 甲乙共に、実習期間中にやむを得ない事情の変化により、依頼業務の遂行が困難にな 

 ったときは、その都度相互に連絡し、善後策を協議するものとする。 

６ 甲乙間に疑義のある時は、甲乙協議のうえ解決するものとする。 

 

 

 

 この確認書は２通作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を所持するものとする。 

 

 



様式第３号（第９関係） 

 

   年  月  日 

企 業 実 習 報 告 書 

 

１ 氏  名              

２ 実習企業              配属部署             

 所在地              

３ 実習期間   月  日 ～  月  日 

４ 実習内容 毎日の実習内容を記入のこと。 

月/日 記     事 

／ 

主な指導者氏名： 

／ 

主な指導者氏名： 

／ 

主な指導者氏名： 

／ 

主な指導者氏名： 

／ 

主な指導者氏名： 

／ 

主な指導者氏名： 

／ 

主な指導者氏名： 



５ 企業実習で得た大切なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 後輩へのアドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 反省・感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第４号（第９の２関係） 

  年  月  日 

企 業 実 習 証 明 書 

 

下記のとおり実習したことを証明します。 

 

                      企業名 

 

                      責任者              印 

 

記 

 

校  名 松本技術専門校 訓 練 科  

氏  名  実 習 期 間      
  月 日～ 

   月 日 （  日間） 

実習内容 

 

概  評 

評  価 □優れている  □良好  □普通  □やや劣る  □劣る 

実習態度 

総合所見 

 

出欠状況 欠勤     日 遅刻     日 早退     日 

その他の 

特記事項 

 

 

※この証明書は、封印のうえ担当指導員へ提出願います。 



企業実習事前指導事項 

 

指導員は企業実習の実施に際し、派遣学生に対し次の点について十分な事前指導を行

い、円滑に実施できるよう努めるものとする。 

 

１ 企業実習期間中においても、学生の身分はあくまでも当校の学生であり、それに相

応しい自覚の基に行動すること。 

２ 学生は、実習期間中、事業主等の指示及び指導に従わなければならない。 

３ 実習における作業安全及び通勤途上の交通安全には、十分に注意すること。 

４ この実習は、当校における訓練の一環であるので、実習に係わる賃金等を事業主等

から受領してはならない。 

５ 実習に係わる企業への往復の交通費は、学生が自己負担するものとする。 

６ 学生は、日々、企業実習報告書（別記様式第３号）に訓練の成果等を記し、終了後

担当指導員に提出するものとする。 

７ 学生は、やむを得ない理由により遅刻または欠席する場合は、事業主及び校に予め

その旨連絡するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


